
夏

夏祭りに来たら宇宙旅行だった！凄いモノ
を聴かせてもらいました！名手原田さんの
オンドマルトノ、北村さんの超絶技巧ピア
ノ、そしてこの曲を知り尽くす沼尻さんと神
奈川フィルさんの熱演が紡いだ大スケール
の世界観を堪能できました！（50 代・会社
員・たこわさび）／中学生の頃、聴いて大好
きになりました。アートライブラリーに通っ
て CD を聴いていたころを思い出しました。
人生初の生演奏でしたが本当にすばらし
かったです。血のわき立つ演奏でした。
Bravo‼（20 代・会社員）／よくわからない
が、とにかく凄い演奏だった。いま聞いてい
るのが何曲目なのかも途中から全然わから
なくなったが、それぞれの曲の楽しさ、面白
さ、聴きごたえはびんびん伝わってきた。全
編通じて天国的なハーモニーとでもいうの
だろうか、とにかくすばらしかった。とくに
打楽器系の皆さんの修練ぶりがうかがえて、
ご苦労様かつ忙しかったですね。とねぎらい
たいです。（60代・アルバイト）／豪胆さと
繊細さが交互にやってくるトゥランガリー
ラ交響曲に、酷暑で夏バテしている脳ミソを
かき混ぜられた気分。終わったら気分爽快。
これはクセになりそうですねー！（主婦・ど
うらく）／古くからの神奈川フィル・ファン
として、この大作を聴ける日が来るとは感慨
深い。しかも、最高のホールで。（中略）ウッド
ブロックをはじめとする各打楽器がくっき
りと聞こえてきて呆然。このピアノ・サウン
ドはしばらく忘れない。後半のほうがとっつ
きやすくなるとは新たな発見（ミューザさま
サマ）／非常に良かったです。初めて観た楽
器といろいろな音で楽しい時間でした。浴衣
で伺ったらシールいただきました。浴衣でク
ラシックが楽しめるのも良い企画と思いま
した。（50代・会社員・このはな）

のフェスティバルでメシアンの「トゥラ
ンガリーラ交響曲」（曲名は今回の表記に従う）

……この大胆なプログラムは、サマーミューザ
の矜持と沼尻竜典＆神奈川フィルの意気込み
を感じさせる。そして本番も濃密なサウンドに
よる稀有の熱演だった。
　まず今回が12回目の同曲指揮だという沼尻
の自信と確信に満ちたリードが素晴らしい。
テーマの歌わせ方や
強弱が明瞭で、いか
なる場面も密度の濃
い音楽が展開され、
不安定さがまるでな
い。従って神奈川
フィルの功績も大。全パートが生気漲る締まっ
た音で集中力の高い演奏を繰り広げた。
ピアノの北村朋幹は、同曲の初演奏だという

が、芯のある音で雄弁なソロを奏で、“協奏曲では
ないがソリストである”という微妙な立ち位置を

濃密に目くるめく、真夏の夜の熱演

見事に演じ切った。同曲の代名詞とさえいえる
オンド・マルトノの原田節は融通無碍の趣。両
楽器とオーケストラとのバランスが難しい曲
だが、今回はその案配が絶妙だった。
　第１楽章から切れ味の良い、目くるめくよ
うな音楽が耳を奪う。第２楽章は明朗な場面
と落ち着いた場面の対照や、速い部分の推進
力が出色。第３楽章には重層感があり、第４楽
章はピッコロ、ファゴット、ウッド・ブロック
の精妙なアンサンブルとその後の場面のリズ
ムの良さに惹かれる。第６楽章は夢幻的で、第
９楽章は神秘的。色彩感豊かで華やかな第５
楽章は中間の熱いピーク、同様の第10楽章は
熱狂的な大団円だ。
これら全てにリアリティのあるミューザの

音響が寄与したのも間違いない。それにしても
「トゥランガリーラ交響曲」は真夏の夜にこと
のほかよく似合う。　（音楽評論家　柴田克彦）
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美味しいおそばで勝利を確信！美味しいおそばで勝利を確信！
夏の暑さに打ち勝つためには冷たいおそばを
すするのがいちばん！本日はJR川崎駅北改札の
正面にある「そばじ アトレ川崎店」をご紹介。
　今回注文したのは「鴨せいろ」のそばを「二八そ
ばに変更」と「天ぷら盛り合わせ」。そばを二八そ
ばに変更すると風味と香りが良い本格的なそば
をいただける。天ぷらはカリッとした食感の衣と、
ふんわりとした食材のバランスがとても食欲をそ
そる。柑橘系の香りが効いた鴨せいろのつけつゆ
に天ぷらを浸すと、この食事の勝利を確信し、O. 
レスピーギ作曲の「ローマの松」第4楽章が聴こえ

てきそうだ。ミューザのコンサート鑑賞後に是非
ご賞味いただきたいお店です！（舞台・ぽんぽこ）

鴨せいろ（二八そば変更）と天ぷら盛り合わせ
（鴨せいろ：￥1,250（二八そば変更￥100）
天ぷら盛り合わせ：￥750）　※消費税別

026年を迎えて最初の「名曲全集」は、王道のベートーヴェン・
プログラムをご用意いたしました。まずは、長年第一線で活躍

を続ける清水和音を迎えてのピアノ協奏曲第5番「皇帝」。ベートー
ヴェン本人が初演でソリストをつとめなかったのはこの第5番だけ
なんだとか。信頼のおける奏者に自作をゆだねたベートーヴェンの
思いを回顧しつつ、お聴きいただければと思います。

２ 　そして後半はこれまた人気の高い「交響曲第7番」。各楽章の根底
に「リズム」の強い力がみなぎっており、後年ワーグナーに「舞踏の神
化」と言わしめたほど。古今東西様々なマエストロによって演奏されて
きたこの名曲を、大植英次はどのように魅せてくれるのでしょうか。さ
まざまな映画・映像作品で取り上げられていますので、オーケストラ
曲に馴染みのない方でも、きっとどこかで耳にしたフレーズに触れら
れるはずです。来年の「聴き初め」はぜひミューザで！　　（広報U）

これぞ王道。楽聖の情熱がよみがえる

名曲全集 第214回

©Seiji Okumiya

ミューザ川崎シンフォニーホール
＆東京交響楽団

©Mana Miki

MUZA Kawasaki Symphony Hall &Tokyo Symphony Orchestra
The Masterpiece Classics

2025-2026
No.214

第214回

ミューザ川崎シンフォニーホール＆東京交響楽団

ベートーヴェン：ピアノ協奏曲 第5番 変ホ長調 op. 73 「皇帝」Beethoven : Piano Concerto No.

ベートーヴェン：交響曲第7番 イ長調 op. 92Beethoven : 7 inＡ 92

2026年1月17日（土）14:00開演
（13:15開場）

料金 （全席指定/税込）   ※ミューザ友の会・東響会員は、10％割引にてご購入いただけます。S¥6,500  A¥5,500  B¥4,500  C¥3,500  ※25歳以下当日券 ￥1,000 要問合せ（詳細は裏面）
［チケットのお問合せ］ミューザ川崎シンフォニーホール TEL：044-520-0200（10:00～18:00）TOKYO SYMPHONYチケットセンター TEL：044-520-1511

                                                                                                            （平日10:00～18:00 / 土日祝休み）

主催：ミューザ川崎シンフォニーホール（川崎市文化財団グループ）、公益財団法人東京交響楽団
助成：文化庁文化芸術振興費補助金（舞台芸術等総合支援事業（公演創造活動））｜独立行政法人日本芸術文化振興会
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管弦楽：東京交響楽団（川崎市フランチャイズオーケストラ）

※公演の最新情報は公式サイトでご確認ください 。
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Webアンケート回答者限定
壁紙プレゼントキャンペーン

翌日発行予定！　

『ほぼ日刊サマーミューザ』 に

あなたのレビューが載るかも！？

各公演のアンケートにWebで
お答えいただいた方全員に
サマーミューザ特製オリジナル

壁紙をプレゼント！
今年限定の画像です！

ぜひこの機会にゲットしてください♪

アンケートの最後に「本日のひとこと感想」を入力して
いただくページを設けております。よろしければ、ぜひ
感想をお寄せください！！

♪

ア
い
感

ワンドリンクサービス（ソフトドリンク）

パートナーショップ特典

※「優待チラシ」持参者および同伴者
※営業時間内は終日可
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